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長崎市 DMO 第１期中期目標 

 

前文 

近年、観光を取り巻く社会環境、市場環境は大きく変化し、この変化に柔軟かつ的確に対応す

る主体的・戦略的な観光振興の体制整備の必要性が高まってきた。このような中、長崎市におい

ては、「選ばれる 21 世紀の交流都市」の実現に向けて、これまでの行政主導の観光振興から、民

間的な発想・手法を取り入れた観光振興へと転換を図るため、DMO の形成・確立を推し進め、長

崎市第五次総合計画に掲げる「交流のための都市機能を高め、賑わいを創出し、観光まちづくり

を進める」ことを目指し、次に掲げる４つの施策のもと観光・MICE 振興に取組んでいる。 

１ 観光資源を磨き、魅力あるコンテンツを創造すること。 

２ 戦略的な魅力発信と誘致活動を推進すること。 

３ 交流のための都市機能を高め、安全安心・快適な滞在環境づくりを推進すること。 

４ 観光・MICE 関連産業を活性化すること。 

長崎市は、出島メッセ長崎の開業、西九州新幹線の開業に伴う長崎駅周辺再整備、長崎スタジ

アムシティプロジェクトなど都市機能が向上し、100 年に一度と言えるまちの進化の時期を迎え

ている。これを契機として、長崎市が誇る有形・無形の地域資源に磨きをかけ、「人」の交流を生

み出し、質の高いサービスを提供するための創業や既存事業の拡充を図り、雇用創出と所得向上

につなげる「交流の産業化」の取組みを加速させることが重要で、その推進体制として、長崎市

DMO を観光まちづくりのパートナーと位置付けるとともに、観光振興策の新たな財源として令和

５年度から宿泊税を導入する。 

また、令和２年には新型コロナウイルス感染症が全世界で猛威を振るい、以降、人の移動や交

流のあり方は大きく変化してきた。ウィズコロナにおいて、官民が一体となって裾野の広い関連

産業の体質強化を図り、経済活動を活性化することが重要であり、ニューノーマルを取り入れた

変化に強いまちづくりを進めていく必要がある。 

長崎市 DMO においては、観光・MICE 振興ビジョン「選ばれる 21 世紀の交流都市」の実現に

向け、高い公益性を有する長崎市の観光まちづくりのパートナーとして、民間的な手法を用いて

より効果的・効率的な事業に主体的に取組むことを求める。また、「交流の産業化」による「人を

呼んで栄えるまち」の実現に向け、観光施設や宿泊施設のみならず、飲食業、交通機関、農林水

産業など多様な関係者が観光まちづくりに参画し、それぞれのビジネスを活性化させるよう、長

崎市 DMO が旗振り役となって取組むことを求める。 

さらに、長崎市 DMO が取組む多くの事業には公費が投入され、裁量を持って実施することか

ら、自らの活動の意義、内容、成果、KPI の達成状況等について見える化し、多様な関係者に共有

することを求める。 

第１ 中期目標の期間 

令和５年４月１日から令和８年３月 31 日まで 

参 考 
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第２ 長崎市観光・MICE 戦略 

１ KGI・KPI 

長崎市観光・MICE 戦略の最終目標として次の KGI を設定し、KGI 達成のために重要なプ

ロセスの中間指標として次の KPI を設定している。 

KGI（重要目標達成指標） 

指 標 基準値（令和元年） 目標値（令和７年） 

旅行消費額 1,492 億円 1,604 億円 

MICE 消費額 56 億円 194 億円 

訪問客の満足度（満足以上） 91.9％ 94.0％ 

事業者の満足度（満足以上） 33.3％（令和３年） 40.0％ 

市民の満足度（満足以上） 70.5％（令和２年） 80.0％ 

 

主な KPI（重要業績評価指標） 

指 標 基準値（令和元年） 目標値（令和７年） 

訪問客数 6,917,800 人 7,300,000 人 

日本人延べ宿泊者数 3,077,641 人 3,552,000 人 

外国人延べ宿泊者数 323,306 人 339,000 人 

 

２ 基本方針 

(1) 基本方針 A 資源磨きと魅力あるコンテンツの創造 

(2) 基本方針 B 安全安心・快適な滞在環境の整備 

(3) 基本方針 C 戦略的な魅力発信と誘致活動の推進 

(4) 基本方針 D 観光・MICE 関連産業の活性化 

第３ 長崎市 DMO の役割 

観光・MICE 振興ビジョンの実現のため、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇

りと愛着を醸成する地域経営の視点に立った公益性の高い観光まちづくりの司令塔として、多

様な関係者と協働しながら、次の役割を果たすこと。 

１ 長崎市 DMO を中心としてソフト面の観光まちづくりを行うことについての多様な関係者

との合意形成 

２ 各種データ等の継続的な収集・分析、データ等に基づく明確なコンセプトに基づいた中期

的な事業計画の策定、KPI の設定、PDCA サイクルの確立 

３ 地域の魅力向上に資する観光資源の磨き上げや観光案内機能の充実などワンストップの受

入態勢の整備 

４ 関係者が実施する観光関連事業と長崎市 DMO 事業計画との整合性に関する調整・仕組み

づくり、プロモーション 
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第４ 「選ばれる 21 世紀の交流都市」の実現に向けて長崎市 DMO が取組む事項 

１ 資源磨きと魅力あるコンテンツの創造に関すること 

(1) ストーリー性・テーマ性に富んだ魅力あるコンテンツへの磨き上げ 

① 長崎固有の歴史文化とストーリー性を活かした新たな魅力の顕在化を図ること。 

② 民間事業者と連携し、自然環境や食など長崎の魅力を活かしたコンテンツの造成に取

組むとともに、滞在型の新しい旅のスタイルを創造すること。 

③ 富裕層誘致を視野に入れた高付加価値な旅行体験の醸成に取組むこと。 

２ 安全安心・快適な滞在環境の整備に関すること 

(1) 安全安心な滞在環境づくり 

① 新型コロナウイルスをはじめとする感染症対策に取組み、官民一体となって安全安心

の滞在環境づくりを促進すること。 

(2) 快適な滞在環境づくり 

① 訪問客の快適な旅行体験を提供できるよう、ICT を活用した様々なツールの導入を検討

し、情報発信の強化を図ること。 

② 訪問客の多様なニーズに対応できるよう、人材育成によるおもてなしを強化すること

で、滞在満足度向上とリピーターの増加を図ること。 

③ クルーズ客船来港の経済効果を最大化できるよう、クルーズ客の消費拡大の取組みを

推進すること。 

３ 戦略的な魅力発信と誘致活動の推進 

(1) 市場分析等に基づく戦略的な誘客・MICE 誘致の展開 

① ICT などを活用して各種マーケティングデータを収集・分析し、戦略的な誘客を実施す

ること。 

② 長崎の強みや特色を活かし、経済効果が高く、都市ブランドの向上につながる誘致タ

ーゲットを設定し、誘致を展開すること。 

③ AI などの先端技術を活用したデジタルマーケティングの強化を図り、訪問客の満足度

向上と効果的な情報発信を促進すること。 

(2) 長崎ブランドの確立と効果的なプロモーションの推進 

① 長崎市観光マスターブランドの域内・域外への浸透・認知拡大と市内事業者への定着

を図るとともに、一貫性のある誘客施策につなげること。 

② 長崎市の MICE ブランドタグライン「Nagasaki JAPAN. A city of legacies」を活用

し、国際会議の誘致等に取組むこと。 

③ 西九州新幹線の開業を活用したプロモーションを行い、新幹線を利用した訪問客の増

加を図ること。 

④ 様々な関係団体が行う感染症対策などの安全安心の取組みについて可視化し、適切に

発信すること。 

(3) DMO を中心としたワンストップの誘客・MICE 誘致 



5 

 

 

① デジタルプロモーションを促進し、旅マエ・旅ナカ・旅アトなどシーンごとに、ニー

ズに即した情報を発信するなど、戦略に基づいた一元的なプロモーションを実施するこ

とで誘客効果の最大化を図ること。 

② 出島メッセ長崎の施設運営者である(株)ながさき MICE や市と情報を共有し、役割分担

を明確にして、関係団体と連携しながら誘致を推進すること。 

③ JNTO・九州観光推進機構・県等と連携し、インバウンド誘致に向けて効果的な広域

プロモーションを展開すること。 

４ 観光・MICE 関連産業の活性化 

(1) DMO を中心とした観光まちづくりの推進体制の充実 

① 多様な関係者の参画と合意形成を促進し、長崎市の地域が一体となった観光まちづく

りを推進すること。 

② 計画に基づく各種事業の進捗管理と業務評価等の実施によるPDCAサイクルを確立す

ること。 

(2) 民間事業者の稼ぐ力の向上 

① 観光・MICE 産業の持続的成長を支えるため、人材育成の仕組みの構築など、担い手づ

くりに取組むこと。 

② 満足度調査等の実施とサービス提供者へのフィードバックを行うことで、観光・MICE

サービスの質の向上と高付加価値化を図ること。 

③ 「長崎 MICE 事業者ネットワーク」に参画する民間事業者の充実を図るなど MICE 業

務の受注拡大に取組むこと。 

(3) まち MICE プロジェクトの推進 

① 歴史的建造物などのユニークベニューでの活用促進と周遊・滞在プログラムの充実に

より、訪問客の滞在時間の拡大と満足度の向上を図ること。 

② 市民の MICE に関する理解促進と参画できる仕組みづくりにより、まち全体で MICE

開催を歓迎する機運を醸成すること。 

第５ 長崎市 DMO の業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ PDCA サイクルの徹底による業務運営の改善 

内部統制の運用を進め、PDCA サイクルを徹底した適切な進捗管理を行い、経営環境を的

確に見極めた効果的な戦略を持って業務運営を遂行すること。 

２ 職員の適正配置及び質の向上を目指した組織づくり 

観光まちづくりの推進に必要な職員の適正配置を行うとともに、職員の意欲向上、専門性の

向上及び組織の活性化を図ること。また、職員のワークライフバランスの推進に努め、働きが

いと誇りをもって業務に精励できるよう働きやすい環境を整えること。 

３ 持続可能な経営基盤の確立 

将来にわたって安定的かつ持続可能な経営基盤の確立を目指した計画を立て、業務運営を行

うとともに、経営状況の的確な分析を行い、改善や効率化に向けた取組みを随時行うこと。 
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分野別事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な事業） 

１．ブランド戦略と連動したコンテンツの造成・磨き上げ 

ブランド戦略構築事業 マスターブランドの構築とともに、長崎市全体の PR 手法の整備と効果的な発信方法を確立。 

コンテンツ造成事業 

新鮮な海の幸などの素材の力を活かした「食」のコンテンツ、歴史文化・眺望などと連携した

「まち歩き」コンテンツ、温泉に加え展望風呂などの「湯」のコンテンツ、自然環境を舞台とした

「アクティビティ」などをテーマとしたコンテンツを事業者と連携して造成。 

２．ターゲットや季節に応じたきめ細かなプロモーション 

デジタルプロモーション推進事業 
WEB サイトや SNS などのデジタル媒体を活用し、ターゲットに応じた効果的な広告宣伝活

動。 

３．OTA、決済サイト、旅行代理店、交通事業者、関係機関と連携したセールスプロモーション 

OTA・旅行会社連携事業 
OTA との連携強化による効果的なプロモーションと、旅行会社（OTA 含む）へのセールス、ア

プローチの強化促進。 

交通事業者連携事業 
国内外エアライン、JR、バス、レンタカー等交通事業者やマスメディア等民間企業との連携し

たセールス活動。 

観光関係機関連携事業 
長崎県観光連盟、九州観光推進機構などの関係団体との連携を強化し、九州及び県レベル

でのプロモーションや商談会等のセールス活動。 

地域連携事業 
長崎市との前後の訪問地となっている長崎県内（ハウステンボス、雲仙、小浜など）や佐賀県

内（武雄、嬉野、鹿島など）との連携強化による共同プロモーションや商品造成。 

体験型決済サイト構築事業 体験型コンテンツの情報発信や決済をワンストップで行える WEB サイトの整備。 

４．「旅ナカ」の満足度を高める受入体制強化 

クチコミ環境整備事業 
個別の民間事業者のクチコミ情報発信を後押しするためのソーシャルメディアの活用支援な

ど、クチコミ環境の整備。 

有償ガイド育成事業 まち歩きや体験コンテンツの水先案内人となる有償ガイドの育成と派遣システムの構築。 

フードダイバーシティ推進事業 
食の多様化への対応強化として、ヴィーガン、ハラル等に対する事業者の知識向上や、メニュ

ー開発・情報発信等の支援。 

デジタルプラットフォーム推進事業 
AI を活用したガイドシステムの導入や映像コンテンツの活用など、先進的なデジタルプラット

フォームの構築。 

国 内 （前期計画） 

（取組みの課題） 

 ブランディングと連動した戦略的プロモーション 

 多様化する旅行スタイルへの対応と宿泊客の誘引
強化 

 訪問客の消費単価の向上 

 閑散期対策による年間を通じた訪問客の誘引 

 

（主な取組み） 

 ブランド戦略と連動したコンテンツの造成・磨き上げ 

 ターゲットや季節に応じたきめ細やかなプロモーション 

 OTA、決済サイト、旅行代理店、交通事業者、関係機

関と連携したセールス 

 「旅ナカ」の満足度を高める受入体制強化 

（戦略ステージ） 

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） 

・出島メッセ長崎開業 ・新幹線開業 ・新長崎駅開発完成 ・スタジアムシティ開業  

コロナ禍における 
受入基盤整備 

新幹線開業に 
合わせた誘客促進 

本格的な回復期としての
プロモーション強化 

持続可能な発展 
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〔前期 2021-2022年度（令和 3-4年度）の 主な取組み〕 

 

１．ブランド戦略と連動したコンテンツの造成・磨き上げ 

・ 「長崎市観光マスターブランド構築」 

2021 年度（令和 3 年度）、有識者、市内事業者（観光、物産、水産関係）、市民など 14 名からなる「長崎市観光

マスターブランド検討委員会」を設置し、市民ワークショップや訪問客、域内事業者等の調査を踏まえ、コンセプ

ト、スローガン及びロゴマークについて検討し最終案を取りまとめた。長崎市において当案が採択され、2022 年

（令和 4 年）4 月、記者発表を行うとともに、市内事業者が活用できるよう、商標登録等の手続きを行った。 

 

 

・ 体験型コンテンツの充実とまち歩き観光「長崎さるく」のリニューアル 

事業者向けのセミナー等を定期的に開催し、地域資源を活かした新たな体験型コンテンツの造成や既存商品

の高付加価値化などに取り組むとともに、当日でも予約可能なコンテンツの拡充を図った。 

 

２．ターゲットや季節に応じたきめ細やかなプロモーション 

・ 通年型のデジタルプロモーションの実施 

2021 年度（令和 3 年度）から、個人観光客、特に戦略ターゲットとしている「クリエイティブ・クラス層」と「Z 世代」

に向けて、季節ごとの魅力や過ごし方を訴求するデジタルプロモーションを開始した。2022 年度（令和 4 年度）は

「長崎市観光マスターブランド」を軸としたブランドコミュニケーションに基づき、デジタルだけでなく、ライフスタイル

系雑誌、交通広告等様々な媒体を活用し、複合的にプロモーションを展開することで誘客・滞在促進を図った。 

 

３．OTA、決済サイト、旅行代理店、交通事業者、関係機関と連携したセールスプロモーション 

・ 佐賀・長崎デスティネーションキャンペーンの実施 

デスティネーションキャンペーン実行委員会事務局、関係自治体及び観光関係者が協力・連携し、西九州新幹

線開業を契機として、各市町の観光資源や食など西九州エリアの様々な魅力を、専用サイトや全国主要駅等に設

置したガイドブック等で発信し、誘客促進を図った。 

 

 ・ 体験型コンテンツ予約販売サイト「play nagasaki」の構築 

2021 年度（令和 3 年度）、長崎市内の体験型コンテンツを一括で管理し、予約・決済につなげるデータベースを

構築し、「play nagasaki」として公開するとともに、OTA や旅行会社等と連携し販売促進を図った。 
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４．「旅ナカ」の満足度を高める受入体制強化 

・ 有償ガイド育成 

「長崎さるく」の見直し（通さるくと学さるくの 2020 年（令和元年）11 月終了、長崎さるくガイドの 2022 年（令和 4

年）3 月終了）に伴い、既存ガイドのスキルやノウハウの活用を図りつつ、質の高い有償ガイドへの変革を図る取

組みを実施した。 

・ 公式観光サイトの全面リニューアルと運用開始 

2022 年（令和 4 年）9 月 20 日、西九州新幹線開業に合わせ、長崎市公式観光サイト「あっ!とながさき」の内容

を刷新し「travel nagasaki」の運用を開始した。体験やグルメに関する掲載情報の充実も図り、旅マエだけでなく、

旅ナカの情報発信も強化した。 
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（主な取組み） 

1 観光マスターブランドを軸としたコンテンツの磨き上げ  

・ 観光マスターブランドを軸とした市場ニーズを踏まえた商品等の造成支援  

・ 体験型コンテンツの磨き上げ 

  

2 ターゲットに応じたきめ細やかなプロモーション  

・ 観光マスターブランドコミュニケーションと連動した、長崎の魅力を訴求する通年の情報発信  

・ ターゲットやエリアに応じデジタル（WEB サイト、WEB 広告、SNS 等）、ライフスタイル系雑誌、交通広告への出稿、イベント

活用など、多様な媒体を組み合わせたクロスメディアプロモーションの展開  

・ （新）長崎市公式観光サイト「travel nagasaki」を活用した長崎県観光連盟、九州観光機構と連携した即時性のある情報発信

と趣味・嗜好に即した過ごし方の提案など、一人ひとりのニーズに応じた（one to one） コミュニケーションの強化  

・ デジタルとリアル（観光案内所・ホテルのカウンターなど）両面での旅ナカ情報発信の充実 

      

3 営業・セールス、プロモーション  

・ 体験型コンテンツのポータルサイト「play nagasaki」や OTA（オンライン・トラベル・エージェント）、決済サイトと連携した即日

予約・事前決済等の促進  

・ 航空、鉄道、バス、タクシー、レンタカーなど交通事業者と連携した商品造成やプロモーションの展開  

・ 県内の観光エリア（島原半島や五島列島など）や西九州新幹線沿線都市等と連携した商品（行程） 開発及び共同セール

ス、プロモーションの展開 

・ 長崎県観光連盟や宿泊施設をはじめとする市内事業者との共同セールス、商談会等の実施  

・ 旅行会社に対する具体的な行程提案等による郊外等への誘客・周遊促進、商品造成支援  

  

4 旅ナカの満足度を高める受入態勢強化  

・ 観光施設、体験型コンテンツ、飲食店における無料の Google ビジネス プロフィール等を活用した訪問客から選ばれやす

い環境の整備  

・ 訪問客の多様なニーズに対応する有償ガイドの育成支援  

・ グルメサイト「ナガサキ飯」の活用促進とベジタリアン、ヴィーガン等を意識した食の多様化への対応強化  

・ 体験型コンテンツのポータルサイト「play nagasaki」の内容充実 

国 内 （後期計画） 

・ 新型コロナウイルスの発生とニューノーマルへの対応 

・ Society5.0 など新たな潮流への対応 

・ 長崎市恐竜博物館、西九州新幹線の開業 

市場環境 

前期事業計画 

 

・ ブランディングと連動した戦

略的プロモーション 

・ 多様化する旅行スタイルへ

の対応と宿泊客の誘引強

化 

・ 訪問客の消費単価の向上 

・ 閑散期対策による年間を

通じた訪問客の誘引  

 

・ 観光マスターブランド策定 

・ Z 世代やクリエイティブ・ク

ラスなどターゲットに即した

シーズンプロモーション 

・ 体験コンテンツ予約販売サ

イト「play nagasaki」の構築

や「長崎さるく」のリニュー

アルなど旅ナカ満足度・消

費向上に向けた取組み 

課題設定 主な取組み 
・ 新幹線開業によ

る新たな人の流

れの創出 

・ スタジアムシティ

プロジェクトなど

都市再生の推進 

・ ウ ィ ズコロナ 社

会における持続

可能な観光スタ

イルの定着 

今後注視 

すべき要素 

 ブランドの醸成と認

知拡大（域内外コミ

ュニケーション） 

 ブランドを具現化

する商品・サービス

開発とその訴求 

 デジタルとリアルが

融合した効果的な

プロモーション戦略 

 旅ナカでの情報タ

ッチポイントの強化 

後期計画に 
あたっての方向性 

R3（2021） 
・出島メッセ長崎開業 

R4（2022） 
・新幹線開業 

R5（2023） 
・新長崎駅開発完成 
・G7 長崎保健大臣会合 

R6（2024） 
・スタジアムシティ開業 

R7（2025） 

コロナ禍における受入基盤整備 新幹線開業に合わせた誘客促進 本格的な回復期としての 
プロモーション強化 

持続可能な発展 
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分野別事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な事業） 

１．ブランド戦略と連動したコンテンツの造成・磨上げ 

コンテンツ造成事業 

インバウンド向けコンテンツとして、市中心部既存コンテンツの海外 FIT 対応強化 （特に

平和系コンテンツの強化）、郊外アウトドアコンテンツなどを事業等と連携し開発。また、宿

泊率を高めるための多様な宿泊スタイルの提案とナイトコンテンツの造成。 

２．民間事業者や関係機関と連携したセールスプロモーション 

オンライン観光推進事業 
コロナ禍での新たな誘客の導線の仕組みとして、オンライン観光メニューの開発とコンテン

ツの提供。 

デジタルプロモーション事業 

JNTO などの関係機関と連携し、ターゲット国での認知度向上のための戦略的な動画配

信、ウェブ・TV 等広告の展開。新たな媒体チャネルなどを活用し、ターゲット国別・ペルソ

ナ別でのデジタルプロモーションの強化。 

セールスプロモーション事業 
JNTO などの関係機関と連携し、OTA や現地旅行会社、交通事業者と連携したセールス

プロモーションを展開。 

３．「旅ナカ」の満足度を高める受入体制強化 

フードダイバーシティ推進事業  

（再掲） 

食の多様化への対応強化として、ヴィーガン、ハラル等に対する事業者の知識向上や、メ

ニュー開発・情報発信等の支援。 

有償ガイド育成事業（再掲） 
外国人向けのまち歩きや体験コンテンツの水先案内人となる有償ガイドの育成と派遣シス

テムの構築。 

デジタルプラットフォーム推進事業

（再掲） 

AI を活用したガイドシステムの導入や映像コンテンツの活用など、先進的なデジタルプラッ

トフォームの構築。 

クチコミ環境整備事業 
個別の民間事業者のクチコミ情報発信を後押しするためのソーシャルメディアの活用支援

など、クチコミ環境の整備。 

受入環境整備事業 
事業者が主体的に取り組むキャッシュレス機器やコミュニケーション機器の導入、多言語

化などの取組みについて、観光庁事業などを活用した実現化支援の実施。 

 

 

 

  

インバウンド （前期計画） 

 （取組みの課題） 

 旅行先としての認知度向上と選ばれるためのブラ

ンドコミュニケーション 

 長崎市の優位性が高い「欧米豪」と最大市場であ

るアジア主要国を中心とした誘致強化 

 宿泊率の向上と旅ナカ満足度の向上のための着

地型コンテンツの造成と受入基盤強化 

（主な取組み） 

 平和資源など長崎市の強みを活かしたターゲット別

FIT 向けコンテンツの造成・磨上げ 

 エアラインや関係機関と連携したセールスプロモー

ション 

 「旅ナカ」の満足度を高める受入体制強化 

（戦略ステージ） 

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） 

・出島メッセ長崎開業 ・新幹線開業 ・新長崎駅開発完成 ・スタジアムシティ開業  

コロナ禍における 
受入基盤整備 

コロナ回復状況を見据えた段階的 
プロモーションの開始 

本格的な回復期 
としての受入促進 

持続可能な発展 
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〔前期 2021-2022年度（令和 3-4年度）の 主な取組み〕 

 

１．ブランド戦略と連動したコンテンツの造成・磨上げ 

・ 体験型コンテンツの充実 

海外からの個人旅行対応強化を視野に、地域資源を活かした新たな体験型コンテンツの造成や既存商品の高

付加価値化などに取り組むとともに、当日でも予約可能なコンテンツの充実を図った。 

 

２．民間事業者や関係機関と連携したセールスプロモーション 

・ 広域連携デジタルプロモーション 

≪豪州市場≫ 

2021 年度（令和 3 年度）、北部九州の自治体等と連携し、在日外国人インフルエンサーを招請し、九州なら

ではの食、自然、文化体験等について、WEB 媒体による情報発信を行った。また、個人旅行を対象にした旅行

サイトでデジタルプロモーションを実施し、認知度向上と誘客促進を図った。 

≪欧米豪州市場≫ 

2023 年（令和 5 年）に福岡市で開催される世界水泳を契機として、福岡市、熊本市、鹿児島市、北九州市を

はじめとする九州の自治体と連携し、2022 年度（令和 4 年度）～2023 年度（令和 5 年度）の 2 か年事業として

WEB プロモーションを展開している。 

≪台湾市場≫ 

長崎県観光連盟と連携し、2018 年度（令和元年度）からの継続事業として、台湾の最大手訪日 WEB メディア

「樂吃購（ラーチーゴー）」を活用した個人旅行向けのプロモーションを展開した。飲食、宿泊施設、周遊モデル

コースの紹介等を行い、インバウンド回復に向けた情報発信を行った。 

 

・ JNTO との連携プロモーション 

日本政府観光局（JNTO）のグローバルサイト「Japan’s Local Treasures」、「Experiences in Japan」などに体験

型コンテンツや着地型のツアーを掲載するなど、発信力の高い媒体への記事掲載も積極的に行った。 

 

・ インバウンド旅行セールス・商談会への参加 

2021 年度（令和 3 年度）は、九州観光機構（旧九州観光推進機構）のオンライン商談会に参加し、欧米豪市場

の手配等を行う在京ランドオペレーターとの商談を行うとともに、市場の情報収集を行った。2022 年度（令和 4 年

度）は、九州観光機構や長崎県観光連盟主催の商談会へ参加し、長崎市内泊の商品造成を促した。 

 

３．「旅ナカ」の満足度を高める受入環境強化 

国籍に関わらず、全ての訪問客が安心して滞在を楽しみ、市民や事業者も気持ちよく迎え入れるため、team 

NAGASAKI SAFETY 等安全安心の受入態勢を整え、英語による情報発信も実施した。 
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〔市場分析〕 

■アフターコロナにおけるターゲット国分析 

今後の重点市場設定の基礎データを把握するため 2022 年（令和 4 年）9 月、11 か国に対し本市の認知度や来訪意欲等を

把握する調査（N＝3,359＠300 サンプル/国）を実施。調査結果よりボリュームゾーンとなるマス市場と、今後成長が望

まれる成長市場の 2 市場を抽出した。 

（調査対象国の基礎情報とブランド調査結果概要） 

 
【マス市場】（●3 つ以上該当、◎2つ以上該当）■は設定指標以上 

   ①出国者数が多い、②訪日率が高い、③長崎市来訪者数が多い、④来訪意欲が高い 

 

【成長市場】（●2 つ以上該当、〇1 つ該当）■は設定指標以上 

   ①GDPが高い、②長崎市来訪者数の増加率が高い、③来訪意欲が高い 

 

 

 

 

 

 

  

人口 名目GDP 出国者数 出国者率 訪日外客数 訪日率

長崎市

来訪者数

（2019年）

長崎市

2014-2019

増加率

① ② ③ ④（③/①） ⑤ ⑥（⑤/③） ⑦ ⑧ 認知度 来訪経験 推奨意向 来訪意向

1 韓国 51,270,000 31,497 27,714,247 56% 5,584,597 19% 58,454 -17.6% 83.3% 10.8% 7.3% 43.4%

2 香港 7,500,000 46,753 12,968,194 173% 2,290,792 18% 38,667 451.1% 79.0% 28.2% 24.8% 36.1%

3 台湾 23,560,000 28,306 17,101,335 73% 2,290,792 13% 37,730 -1.0% 94.9% 13.9% 11.6% 64.1%

4 シンガポール 5,850,000 58,902 10,710,717 183% 492,252 5% 7,307 -17.5% 79.0% 13.7% 11.4% 49.0%

5 タイ 69,800,000 7,190 10,446,496 15% 1,318,977 13% 8,697 12.0% 63.5% 3.6% 2.3% 46.7%

6 フィリピン 109,580,000 3,330 （データなし） （データなし） 613,114 - 4,882 440.0% 80.5% 5.0% 4.0% 62.0%

7 アメリカ 331,000,000 63,416 99,145,151 30% 1,723,681 2% 13,837 64.5% 63.6% 3.4% 2.7% 19.3%

8 オーストラリア 25,500,000 52,825 11,308,900 44% 621,771 5% 8,083 82.5% 74.4% 6.6% 5.6% 36.2%

9 ドイツ 83,780,000 45,733 99,532,966 119% 236,544 0% 6,983 351.1% 71.7% 1.0% 0.7% 15.8%

10 フランス 65,270,000 39,907 30,407,000 47% 336,333 1% 4,623 100.1% 40.1% 2.7% 2.0% 9.7%

11 イギリス 67,890,000 40,406 93,086,000 137% 424,279 0% 7,565 141.8% 68.1% 3.0% 2.0% 27.6%

海外ブランド調査

(■全体割合より10ポイント以上）

①出国者数 ②訪日率

③長崎市

来訪者数

（2018年）

2000万人以上 10％以上 3万人以上 40％以上

1 韓国 27,714,247 19% 58,454 43.4% ●

2 香港 12,968,194 18% 38,667 36.1% 〇

3 台湾 17,101,335 13% 37,730 64.1% ●

4 シンガポール 10,710,717 5% 7,307 49.0%

5 タイ 10,446,496 13% 8,697 46.7% 〇

6 フィリピン - - 4,882 62.0%

7 アメリカ 99,145,151 2% 13,837 19.3%

8 オーストラリア 11,308,900 5% 8,083 36.2%

9 ドイツ 99,532,966 0% 6,983 15.8%

10 フランス 30,407,000 1% 4,623 9.7%

11 イギリス 93,086,000 0% 7,565 27.6%

④来訪意向
該当市場

①名目GDP

②長崎市

2014-2019

増加率

4万USドル以上 50％以上 60％以上

1 韓国 31,497 -17.6% 43.4%

2 香港 46,753 451.1% 36.1% ●

3 台湾 28,306 -1.0% 64.1% 〇

4 シンガポール 58,902 -17.5% 49.0% 〇

5 タイ 7,190 12.0% 46.7%

6 フィリピン 3,330 440.0% 62.0% ●

7 アメリカ 63,416 64.5% 19.3% ●

8 オーストラリア 52,825 82.5% 36.2% ●

9 ドイツ 45,733 351.1% 15.8% ●

10 フランス 39,907 100.1% 9.7%

11 イギリス 40,406 141.8% 27.6% ●

③来訪意向

該当市場

【マス市場】 

韓国 

台湾 

 

【成長市場】 

香港 

フィリピン 

アメリカ 

オーストラリア 

ドイツ 

イギリス 

※中国市場について 

 国土が広大で基礎自治体単独での取り組みの難易度

が高いこと等の理由から、引き続き長崎県観光連盟等

と連携した取組みを展開する。 
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（主な取組み） 

1 観光マスターブランドと連動したコンテンツの磨き上げ  

・ 観光マスターブランドを軸とした市場ニーズを踏まえた商品等の造成支援  

・ 外国人訪問客にもわかりやすく長崎らしさを感じられるストーリー性のある体験型コンテンツの磨き上げ 
 

2 ターゲットや季節に応じたプロモーション  

・ WEB サイト、WEB 広告、SNS 等を中心とした広域連携によるデジタルプロモーションの展開  

・ 多言語版長崎県公式観光サイト「DISCOVER NAGASAKI」（「travel nagasaki」とデータ連携）における掲載情報の充実  

・ 広域連携による情報発信（国・地域の旅行需要・ニーズに即した長崎を含む広域観光のベストルートの提案） 

・ JNTO のオウンドメディアを活用した海外への情報発信強化     
 

3 営業・セールス、プロモーション  

・ 体験型コンテンツのポータルサイト「play nagasaki」の多言語対応の強化  

・ 「play nagasaki」を活用した海外 OTA、国内ランドオペレーター等との連携による即日予約・事前決済等の促進  

・ 航空、鉄道、バス、タクシー、レンタカーなど交通事業者と連携した外国人訪問客向け旅行商品の造成やプロモーションの

展開  

・ 北部九州各都市や県内の観光エリア（島原半島や五島列島など）や西九州新幹線沿線都市等と連携した商品（行程）開発

及び共同セールス、プロモーションの展開  

・ 長崎県観光連盟や宿泊施設をはじめとする市内事業者との共同セールス、商談会等の実施  

・ デジタルパンフレット等セールスツールの刷新  

・ 現地旅行会社、国内ランドオペレーター、航空会社への営業強化   
 

4 「旅ナカ」の満足度を高める受入態勢強化  

・ 市内事業者と連携した多言語表記・対応の充実 

・ 観光施設、飲食店、体験事業者等における Google ビジネス プロフィール等を活用した訪問客から選ばれやすい環境づくり  

・ 外国人訪問客の多様なニーズに対応する有償ガイドの育成支援  

・ 無料多言語メニュー作成・情報発信サイト「EAT NAGASAKI」の活用促進とベジタリアン、ヴィーガン等を意識した食の多様

化への対応強化 

・ 体験型コンテンツのポータルサイト「play nagasaki」の内容充実 

・ SDGs への取組み強化と可視化 

・ 訪問客が安心して滞在を楽しみ、市民や事業者が安心して外国人訪問客を受け入れるための情報発信   

インバウンド （後期計画） 

 

・ 新型コロナウィルス感染症拡大による海外旅行市場の急激な縮小 市場環境 

前期事業計画 

 

・ 旅行先としての認知度向上と選

ばれるためのブランドコミュニケ

ーション 

・ 長崎市の優位性が高い「欧米

豪」と最大市場であるアジア主

要国を中心とした誘致強化 

・ 宿泊率の向上と旅ナカ満足度

の向上のための着地型コンテン

ツの造成と受入基盤強化 

・  

・   

・  

 

・ コ ロ ナ 禍 に お け る

JNTO や長崎県等と連

携した WEB プロモーシ

ョ ン や 誘 致 セ ー ル ス

（オンライン FAM ツア

ー、九州インバウンド

観光商談会への参加） 

課題設定 主な取組み 
・ 本格的なイン

バウンド需要

の回復 

 

・ マーケットニー

ズの変化 

今後注視 

すべき要素 

 ターゲットの再設

定（国・地域別のタ

ーゲッティング） 

 ターゲットに応じた

コンテンツの可視

化 

 ターゲットに応じた

戦略的且つ効率

的なプロモーショ

ン・セールス 

 受入環境の強化

（特にソフト面） 

後期計画に 
あたっての方向性 

 

R3（2021） 
・出島メッセ長崎開業 

R4（2022） 
・新幹線開業 

R5（2023） 
・新長崎駅開発完成 
・G7 長崎保健大臣会合 
 

R6（2024） 
・スタジアムシティ開業 

R7（2025） 

コロナ禍における受入基盤整備 コロナ回復状況を見据えた段階的 
プロモーションの開始 

本格的な回復期 
としての受入促進 

持続可能な発展 
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分野別事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な事業） 

１．ワンストップの基盤構築から確立へ 

ワンストップ基盤確立事業 関係機関と連携した誘致から受入までをワンストップで対応できる体制の整備・確立。 

２．誘致強化に向けた企画提案力の育成と戦略的セールスの展開 

企画提案力強化事業 長崎市の魅力をストーリーとして表現できる企画提案力の強化とデジタル素材集などの整備。 

セールス強化事業 商談会への参加（IME、MEET JAPAN）、首都圏セールス、キーパーソン招聘（FAM トリップ等） 

開催サポート事業 
オンライン＆ハイブリッド開催に向けた企画提案や技術サポート。また、開催助成金の制度見

直しと運用化。 

ワンストップサイト構築事業 
旅行情報や MICE 向けグルメ情報の発信から、コンテンツの予約・決済を一元化した新たな

HP の構築と運営。 

３．MICE ブランドを軸とした情報発信、コミュニケーション展開 

デジタル素材整備事業 国際会議主催者向けプロモーション動画の制作。 

プロモーション事業 
多様なメディア・媒体を活用し、長崎市の MICE ブランドを広く周知するための広報・宣伝活

動。 

情報プラットフォーム構築事業 
MICE 関係者との継続的交流による情報収集を図りつつ、CRM（顧客管理）・SFA（営業支援）、

主催者・訪問客の満足度や消費動向等を一元的に収集・分析できるシステムの構築。 

４．ビジネス、訪問客の滞在時間と回遊性を高める仕掛けづくり（モノ・コト・移動手段） ～まち MICE～ 

コンテンツ整備事業 
主催者や訪問客の満足度を高めるためのユニークベニューや体験型コンテンツの拡充と、ワ

ンストップで提供できる体制の整備。 

長崎市観光まちづくりネットワーク

（再掲）※MICE 部会 

情報共有や事業者ネットワークの強化、人材育成、安心・安全・快適の受入基盤整備などを関

係者が一丸となって推進するプラットフォームとして長崎市観光まちづくりネットワークの構築。 

（戦略ステージ） 

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） 

・出島メッセ長崎開業 ・新幹線開業 ・新長崎駅開発完成 ・スタジアムシティ開業  

ワンストップ機能の 
基盤構築 

ワンストップ機能の 
強化 

ワンストップ機能の 
確立 

観光 MICE 都市として
の実現 

観光 MICE 都市 
としての進化 

 
 
 

MICE （前期計画） 

 
（取組みの課題） 

 経済効果が期待される学会や大会、会議等の戦略的

な誘致 

 展示会やイベントなどの開催促進 

 「まち MICE」による主催者・参加者双方の消費拡大・

満足度向上のための受入体制強化 

 域内調達率向上に向けた事業者連携 

 コロナ禍・ニューノーマルでの継続的な市場開拓 

（主な取組み） 

 オンライン＆ハイブリッド開催の体制整備 

 誘致強化に向けた企画提案力の育成と戦略的セールス

の展開 

 MICE ブランドを軸とした情報発信、コミュニケーショ

ン展開 

 メディアやプロモーター、金融機関等と連携した展

示・イベント開催 

 ビジネス、訪問客の滞在時間と回遊性を高める仕

掛けづくり～まち MICE の展開～ 

 事業者ネットワークの強化 
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〔前期 2021-2022年度（令和 3-4年度）の 主な取組み〕 

 

１．ワンストップの基盤構築から確立へ 

・ DMO を中心とした誘致・受入態勢の確立 

2021 年（令和 3 年）11 月の「出島メッセ長崎」開業を契機に、長崎市、株式会社ながさき MICE、DMO の 3 者に

おいて誘致情報を一元的に管理・共有するシステムを活用し、顧客のニーズに即した営業活動を行った。また、

DMO では 2022 年度（令和 4 年度）、営業部を新設し、誘致から開催までワンストップで MICE 開催をサポートする

体制を整えた。 

 

２．誘致強化に向けた企画提案力の育成と戦略的セールスの展開 

・ 企画提案力の強化 

2022 年度（令和 4 年度）、観光庁の「コンベンションビューロー機能高度化事業」による支援を受け、海外インセ

ンティブツアーの誘致・受入強化に取り組んだ。 また、主催者に選ばれる魅力的な企画提案ができるよう、長崎

MICE 事業者ネットワークの事業者等と連携し、対応強化を図った。 

・ セールスの強化等 

県内企業・大学への営業を重点的に実施するとともに、JCCB や ICCA 等のデータベースから抽出した主催団

体のスコアリングを行い、より誘致可能性が高い団体を中心に首都圏の大会・学会事務局等への営業を行った。

また、JCCB や JNTO が開催する MICE 商談会に積極的に参加するなど、営業強化を図るとともに、3 者による連

携で、誘致のための企画提案書作成から視察受入等の体制を構築した。 

 

３．MICE ブランドを軸とした情報発信、コミュニケーション展開 

・ プロモーション 

主催者の目に留まるような業界専門誌等に広告掲載を行うとともに、長崎開催が決定した案件に対しては、主

催者が開設する大会・学会の HP 等に宿泊、飲食、体験等の滞在情報を掲載するなど、参加者向けの情報発信

も強化した。 

 

４．ビジネス、訪問客の滞在時間と回遊性を高める仕掛けづくり（モノ・コト・移動手段） ～まち MICE～ 

・ ユニークベニュー、体験コンテンツの拡充 

2021 年度（令和 3 年度）、長崎らしさが感じられる魅力的な施設・場所の中から、設備・機能の受入態勢、施設

管理者の活用意向・実績等を勘案し活用可能なユニークベニュー（20 施設）を選定するとともに、長崎ならではの

歴史や文化、アクティビティ等が楽しめる体験コンテンツ（33 商品）を選定し、具体的な活用プランを提案するなど

利用促進を図った。 

 

・ 参加者向け飲食情報の発信強化 

2020 年度（令和 2 年度）に構築した「長崎市飲食店舗情サイト（最初の晩餐）」において掲載店舗及び特典提供

店の拡充を図り、MICE 参加者に対して、情報発信を強化した。 

また、2022 年度（令和 4 年度）に、大会・学会 HP に掲載する「まち MICE 情報」（宿泊、観光、飲食、お土産）の

ランディングページやチラシを制作し、大会等開催前に、主催者を通じて MICE 参加者に広く周知できるよう、主催

事務局に働きかけた。  
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長崎市 DMO 事業計画 2021－2025 
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（主な取組み） 

1 MICE ブランドを軸とした情報発信、コミュニケーション展開  

・ ブランドスローガン「Nagasaki JAPAN. A City of legacies.」を表すような MICE 開催都市としてのブランディング強化  

・ インセンティブツアー等 MICE 向けコンテンツの磨き上げや SDGs を意識した良質な商品等の造成支援  

・ スタジアムシティとの連携によるスポーツコンベンションの推進 

 

 

2 営業・セールス、プロモーション  

・ 首都圏の大会・学会主催者や会議運営会社（PCO: Professional Congress Organizer）への営業  

・ 地元大学、企業、団体等への営業及び受入支援 

・ 主催者等キーパーソンの視察等の受入支援  

・ IME、MEET Japan 等商談会の参加による国際会議誘致  

・ JNTO と連携した国際 MICE 都市としてのプロモーション 

・ 国内外のインセンティブツアー誘致強化  

 

 

3 主催者、参加者の満足度を高める「まち MICE」の取組み推進  

・ 誘致から開催までワンストップで支援する DMO の体制強化とスキルアップ（開催に対しての課題解決の提案力の向上、

ワンストップコーディネーターの育成）  

・ 主催者に対する魅力的なプレ・ポストプログラム（エクスカーション）、ユニークベニュー活用等の提案  

・ MICE 開催前の参加者に対する宿泊、飲食、体験、土産等の情報発信強化  

・ 長崎市観光まちづくりネットワーク（「長崎 MICE 事業者ネットワーク」含む）を活用した地元事業者のスキルアップと受注促

進  

・ 長崎市観光まちづくりネットワークへの MICE 開催情報の共有による地域一体となったおもてなし強化 

  

MICE （後期計画） 

 

・ オンライン、ハイブリッド開催 

・ 出島メッセ長崎開業 

市場環境 

前期事業計画 

 

・ 経済効果が期待される学会や大会、

会議等の戦略的な誘致 

・ 展示会やイベントなどの開催促進 

・ 「まち MICE」による主催者・参加者双

方の消費拡大・満足度向上のための

受入体制強化 

・ 域内調達率向上に向けた事業者連携 

・ コロナ禍・ニューノーマルでの継続的

な市場開拓  

 

・ 個別セールスや

商談会で「出島メ

ッセ長崎開業」、

「DMO ワンストッ

プサービス」、「ま

ち MICE」等の PR

を中心に誘致活

動を実施 

 

課題設定 主な取組み 

・ 国際会議・イン

センティブツア

ーの受入強化 

 

・ スタジアムシテ

ィとの連携 

 

今後注視 

すべき要素 

 MICE ブランドの醸

成 

 関係機関と連携し

た誘致強化 

 スポーツコンベン

ションなど新たな

MICE の創造 

 インセンティブツア

ーの開拓・誘致強

化 

 域内経済波及効

果の最大化 

後期計画に 
あたっての方向性 

 

R3（2021） 
・出島メッセ長崎開業 

R4（2022） 
・新幹線開業 

R5（2023） 
・新長崎駅開発完成 
・G7 長崎保健大臣会合 
 

R6（2024） 
・スタジアムシティ開業 

R7（2025） 

ワンストップ機能の基盤構築 ワンストップ機能の強化 観光 MICE 都市とし
ての実現 

観光 MICE 都市 
としての進化 

ワンストップ機能の確立 
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事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な事業） 

１．平和学習を中心とした付加価値の高い学習・体験プログラムの開発 

コンテンツ整備事業 
修学旅行向けの平和学習、SDGs、世界遺産などの長崎市の強みを活かすプログラム開発

と磨上げ。 

アクティブラーニングプログラム 

整備事業 

デジタル型、ワークショップ型など学校のニーズに応えるアクティブラーニングプログラムの

造成。 

２．平和ガイドの育成など地域が一体となった受入体制整備 

平和ガイド育成事業 ながさき平和・歴史ガイドの担い手づくりやガイド力向上のための育成活動。 

受入基盤強化事業 
各種の観光関連施設やホテルと連携した商品造成や、人材育成など満足度向上に向けた

取組みの支援。 

３．魅力的な商品造成と関係機関と連携した戦略的な誘致活動 

素材整備事業 
営業用ツールとなるモデル商品一覧リストの作成や、修学旅行ナビ本の作成、遊学券の販

売。 

誘致事業 

旅行代理店への営業、助成、招聘や学校への直接営業を実施するとともに、現地アドバイ

ザーなどキーマンの発掘と連携強化。また、長崎県観光連盟、長崎市宿泊施設協議会、九

州観光推進機構と連携した誘致活動や、国内観光誘致推進実行委員会主催によるセール

ス活動を行うとともに、全国修学旅行協会、日本修学旅行連盟への情報提供を強化。 

 

 

 

 

 

修学旅行 （前期計画） 

 
（取組みの課題） 

 修学旅行先として選ばれるための付加価値の高い学

習・体験プログラムの開発 

 満足度を高めるための受入態勢の強化 

 誘致実現のためのセールスプロモーションの強化 

（主な取組み） 

 平和学習を中心とした付加価値の高い学習・体験

プログラムの開発 

 平和ガイドの育成など地域が一体となった受入体

制整備 

 魅力的な商品造成と関係機関と連携した戦略的な

誘致活動 

 

（戦略ステージ） 

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） 

・出島メッセ長崎開業 ・新幹線開業 ・新長崎駅開発完成 ・スタジアムシティ開業  

新しい修学旅行の 
仕組みづくり 

受入体制の強化 
セールスプロモーショ

ンの強化 
受入体制の強化 

（第２段階） 
セールスプロモーショ
ンの強化（第２段階） 
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〔前期 2021-2022年度（令和 3-4年度）の 主な取組み〕 

 

１．平和学習を中心とした付加価値の高い学習・体験プログラムの開発 

・ 教育ニーズに即したコンテンツ開発 

≪平和学習アプリ「AR アクティブラーニング」≫ 

2021 年度（令和 3 年度）、デジタル技術を活用して開発した「長崎平和 AR アプリ」により、ガイド同行の有無

に関わらず、学生たちが事前学習においても能動的に平和を学び、考えることが出来るような学習機会を提供

した。 

≪長崎 SDGs 平和ワークショップ≫ 

2021 年度（令和 3 年度）、中高生向けに平和学習と SDGs を組み合わせた「長崎 SDGs 平和ワークショップ」

を造成した。これからを生きる若者が平和な世界を築いていくために、一人ひとりができることを学び、考え行動

できるようになるためのプログラムとして、2022 年度（令和 4 年度）から事業開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

２．平和ガイドの育成など地域が一体となった受入体制整備 

・ ガイド育成 

2021 年度（令和 3 年度）、「長崎 SDGs 平和ワークショップ」のプログラム造成に伴い、既存ガイドに加え、宿泊

施設の若手スタッフもガイドとして育成した。学生が参加するワークショップの議論を活発化させるためながさき平

和・歴史ガイドとしての知識に加え、SDGs の意義、ファシリテーターとしてのスキルを高める研修を実施した。 

 

 

３．魅力的な商品造成と関係機関と連携した戦略的な誘致活動 

・ 情報発信・セールスの強化 

2022 年度（令和 4 年度）、長崎市公式観光サイト「travel nagasaki」において、旅行会社や学校関係者向けに、

修学旅行の情報を集約・掲載するとともに、専門誌等への記事掲載を行うなど情報発信を強化した。 

また、新たな学習ツールである「長崎平和 AR アプリ」や「長崎 SDGs 平和ワークショップ」を活用した提案内容

の充実を図るとともに、九州観光機構主催の商談会への参加や長崎県観光連盟や市内宿泊施設事業者とのセ

ールスを強化した。 
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（主な取組み） 

1 観光マスターブランドと連動したコンテンツの磨き上げ  

・ 観光マスターブランドを軸とした市場ニーズを踏まえた商品等の造成支援  

・ 教育旅行向け体験型コンテンツの磨き上げ支援 

・ 平和学習、2 つの世界遺産、長崎市恐竜博物館など強みを活かした付加価値の高い体験学習プログラムの充実  

  

 

2 営業・セールス、プロモーション  

・ 修学旅行ナビ本、遊学券等営業ツールの充実  

・ 具体的な行程等の提案による旅行会社に対する営業強化 

・ 長崎県観光連盟や宿泊施設をはじめとする市内事業者との共同セールス、商談会等の実施 

・ 学校関係者等キーパーソンや旅行会社の営業担当者の視察等の受入支援  

・ 県内の観光エリア（島原半島や五島列島など）や西九州新幹線沿線都市等と連携した商品（行程） 開発及び共同セール

ス、プロモーションの展開 

・ 平和学習を基軸とした SDGｓプログラムの充実 

 

 

3 滞在・学習の満足度を高める受入態勢強化  

・ ながさき平和・歴史ガイドの人材育成  

・ 長崎ならではの豊富で独特な歴史を活用した探求学習の提案  

・ 事前学習と事後学習への対応  

・ 市民（学生含む）や地元事業者との触れ合い・意見交換ができる交流プログラムの創出  

・ 修学旅行の誘致・受入を行う関係者間の意見・情報交換による課題の共有と改善活動 

 

修学旅行（後期計画） 

・ 新型コロナウィルス感染症拡大による修学旅行先や行程の変化 

・ SDGs などを取り入れた新たな体験学習のニーズ拡大 

市場環境 

前期事業計画 

 

・ 修学旅行先として選ばれる

ための付加価値の高い学

習・体験プログラムの開発 

・ 満足度を高めるための受

入態勢の強化 

・ 誘致実現のためのセール

スプロモーションの強化 

 

 

・ 次年度以降の誘致に向け

たオンライン修学旅行の実

施 

・ 長崎 SDGs 平和ワークショ

ップの開催 

・ 遊学券と「ながさき平和・歴

史ガイド」の利用促進 

・ 遊学券の販売強化 

課題設定 主な取組み 
・ デジタルとリアル

が融合した効果

的・効率的な学習

ニーズの拡大 

 

・ 学習指導要領の

改変に併せた体

験学習の展開 

今後注視 

すべき要素 

 関係機関と連携し

た誘致・受入強化 

 デジタルとリアル

が融合した SDGｓ

×平和学習など、

長 崎 の 強 み を 活

かしたプログラム

の充実 

後期計画に 
あたっての方向性 

 

R3（2021） 
・出島メッセ長崎開業 

R4（2022） 
・新幹線開業 

R5（2023） 
・新長崎駅開発完成 
・G7 長崎保健大臣会合 
 

R6（2024） 
・スタジアムシティ開業 

R7（2025） 

新しい修学旅行の仕組みづくり 受入体制の強化 セールスプロモーション
の強化 

受入体制の強化 
（第２段階） 

セールスプロモーション
の強化（第２段階） 
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